
 

 

 

 

 

 市内の小中学校でインフルエンザの流行による学級・学校 

閉鎖措置が取られています。本校でも、インフルエンザで欠 

席している人が増え始めました。今後の流行が心配されます。 

手洗い・うがい・マスク・換気や消毒等、流行の予防に 

取り組んで参りますので、引き続きご家庭のご協力をよろし 

くお願いいたします。  

 

 

 

かぜやインフルエンザ、コロナウイルスやノロウイルスなど、冬の感染症をひきおこすウイルスが体

に入ってくる方法は、「飛沫感染」と「接触感染」です。ウイルスが体に入ってこないようにするため

に、自分にできることをしっかり取り組みましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東水沢中学校      ２０２３   １２    ６     NO.１３ 

【マスク】 

ウイルスが混じったせきや 

くしゃみが周囲に飛ぶのを 

防ぐために、また、飛沫を吸 

わないように「マスク」をしま 

しょう！ 

 

 

【かんき】 

暖房で乾燥した空気は、 

ウイルスにとってすごし 

やすい環境なので、空気 

を入れかえましょう。  

【手あらい】 

手にくっついて、体に入ろうとする

ウイルスを石けんでていねいに洗

い流して退治しましょう。 

【うがい+水分補給】 

うがいで、のどについたウイルスを

洗い流しましょう。 

また、こまめ 

に水分をとり 

のどの乾燥を 

防ぎましょう 
 



 

 インフルエンザウイルスは、せきやくしゃみによって 

飛び散った「飛沫」により感染します。この、飛び散っ 

たウイルスは、空気中ではどのくらい生存しているので 

しょうか？ 

 下の図は、実験装置にインフルエンザウイルスを浮遊 

させ、温度や湿度を変えてウイルスの生存率の変化を見た 

実験結果です。 

温度が 20.5～24℃の場合、湿度が 20 

～25％では６時間後にインフルエンザ 

ウイルスは 66％生存していましたが、 

湿度を 49～51％に上げると生存率は３ 

～５％に落ちました。 

 湿度を保つことで、空気中のインフ 

ルエンザを激減させることができると 

いうことです。 

気温は 23℃前後、湿度は 50～60％が 

インフルエンザが一番苦手な環境です。 

ウイルスが増えにくい環境を作って、 

インフルエンザにかかる可能性を少し 

でも減らしていきましょう！ 

 

 

 

 

インフルエンザウイルスの寿命は湿度で決まる - ウェザーニュース (weathernews.jp) 

体の内側も

潤いを！ 

水筒を持っ

て来ていま

すか？ 

温かいお茶

でもいいで

すね。 

https://weathernews.jp/s/topics/202001/230225/

